
昭
和
五
十
八
年
¥
一
月
二
十
八
日
開
会

第
一
回
臨
時
会
/
一
月
一
十
八
日
閉
会
¥

日

野

市

議

会



昭
和
五
十
八
年
第
一
回
臨
時
会
日
程

一
月
二
十
八
日
(
金
曜
日
)

会
期
の
決
定
、
議
案
上
程



昭
和
五
十
八
年

第
一
固
定
例
会

O
一
月
二
十
八
日

出

席

欠

席

日

野

市

議

議議
明

日

会

議

録

署

名

議

員

出

席

議

事

開よ』
Z弐

期

議

案

議
案
第

閉

金
曜
日
(
第
一
日
)

説の
上

決程

員Eご4員程..6、
"A  

r-'--. 

疋三号メ'>..
"A  

l込
.:A 

ム、
~ 

議

録

日
野
市
収
入
役
の
選
任
同
意

K
つ
い
て

日

次

2 2 3 5 5 5 5 6 



月
二
十
八
日

金

曜

日

，国h、、

第

日
、-〆



昭
和
五
十
八
年

第
一
会
臨
時
会

一
月
二
十
八
日

出

席

議
番番番

四

番

五

番

七

番

1¥ 

番

九

番

十

番

十

番

十

番

十

三

番

十

四

番

十

五

番

十

六

番

金
曜
日

員

日
(
第
一
日
)

(
二
十
九
名
)

橋福谷馬馬高旗

ノ

板鈴l
 

l
 

j
 

飯夏

野
本l;b N LU

 

--E-F
 

易会場崎野漸木向島山井

市文敏
-
d

、，I
 
l
 
l
 

仏MJ h ド

r.
決

f

明

議f ~Ê 光融rx 珂f帥aリj附，:えリj

A 
ヱミ君岩ーたト君8 にr):;t n n n 
A 
ヱ3¥

議

録

第
一
号

十

七

番

十

八

番

十

九

番

二

十

番

二
十
一
番

一
一十

二
番

二
十
三
番

二
十
四
番

二
十
五
番

二
十
六
番

二
十
七
番

二
十
八
番

二
十
九
番

三

十

番

黒古市藤名

古

屋

竹

ノ

米中大秦奥石滝高

ー

l
 

'
E

，，， 賀
ー

l
 

EE--a''
 

林上沢山柄住坂瀬橋

重俊資理史武照基正芳勝敏通

憲

君

昭

君

信

君

郎

君

郎

君

俊

-1-

君

男

君

昭

君

保

君君

雄

君

雄

君

朗

君

夫

君



欠

席/"¥ 

議

員
番

(
一
名
)

古

谷

市
説
明
の
た
め
会
議
に
出
席
し
た
者
の
職
氏
名

助収
入
役

職

務

代

理

者

企
画
財
政
部

総

務

部

市

民

部

生
活
環
境
部
長 長役長長

森赤佐生円
H
H

h
H
M
 

円

u
h
H
M
 

佐

々

木
田松藤野藤藤

局
会
議
に
出
席
し
た
議
会
事
務
局
職
員
の
職
氏
名

次書書
速
記
委
託
先

議
案
第
一
号

長長記記
住速

記
者

田岩栗萩

生

田
倉沢j京

太喜

美

男

行智高代書
元富

郎

君

小
野
口

事
純

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

君

雄

君

立
川
速
記
者
養
成
所 春

君

清

君

子
郎

君

男

君

博

君

光

君

土
口

君

次

君

司

君

所

東
京
都
立
川
市
曙
町
一
!
一

oー

所
長

議
会
期
の
決
定

君日

日
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役
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い
て

本
日
の
会
議
に
付
し
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事
件

日
程
第
一
か
ら
第
三
ま
で
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午
前
十
一
時
四
十
六
分
開
会

O
議
長
(
石
坂
勝
雄
君
)

乙
れ
よ
り
昭
和
五
十
八
年
第
一
回
日

野
市
議
会
臨
時
会
を
開
会
し
、
直
ち
に
本
日
の
会
議
を
聞
き
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
二
十
九
名
で
あ
り
ま
す
。

次
に
日
程
第
一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
の
件
に
つ
い
て
は
、
会
議

規
則
第
七
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
議
長
に
お
い
て
指
名
い
た
し
ま
す
。

十
三
番

鈴

君

木

美
奈
子

十
四
番

嶋

博

君

ー

i
 

e
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E
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を
指
名
い
た
し
ま
す
。

次
に
日
程
第
二
、
会
期
の
決
定
の
件
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

(
議
会
運
営
委
員
長
登
壇
〕

O
議
会
運
営
委
員
長
(
奥
住
芳
雄
君
)

御
報
告
い
た
し
ま
す
。

本
日
九
時
半
か
ら
、
昭
和
五
十
八
年
第
一
回
臨
時
議
会
の
日
程
に
つ
き
ま

し
て
、
議
会
運
営
委
員
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
会
期
は
本
日
一
日
と
決
し
ま
し
た
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願

い
を
い
た
し
ま
す
。

O
議
長
(
石
坂
勝
雄
君
)

た
だ
い
ま
の
議
会
運
営
委
員
長
の
報

告
の
と
お
り
、
会
期
を
決
定
す
る
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
長
(
石
坂
勝
雄
君
)

御
異
議
な
い
も
の
と
認
め
ま
す
。
よ

っ
て
会
期
は
本
日
一
日
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
議
案
第
一
号
、

日
野
市
収
入
役
の
選
任
同
意
の
件
を
議
題
と

い
た
し
ま
す
。

理
事
者
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。
市
長
。

〔
市
長
登
壇
〕

O
市
長
(
森
田
喜
美
男
君
)

乙
と
し
、

初
め
て
臨
時
議
会
を
お

願
い
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
案
の
内
容
は
、
先
ほ
ど
議
長
が
御
提
案
い
た
だ
き
ま
し
た
と
お
り
、

収
入
役
選
任
同
意
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
何
分
と
も
よ
ろ
し
く
御
承
認

を
賜
り
ま
す
よ
う
に
、
ま
ず
、

お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

議
案
第
一
号

日
野
市
収
入
役
の
選
任
同
意
に
つ
い
て
、
提
案
理
由
を

申
し
上
げ
ま
す
。

本
議
案
は
、

日
野
市
収
入
役
の
選
任
同
意
の
件
で
、
地
万
自
治
法
第
百

六
十
八
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
同
意
を
お
願
い
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
御
承
認
賜
り
ま
す
よ
う
に
、

お
願
い
を
い
た
し

ま
す
。

議
案
書
に
差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
と
お
り

住
所

日
野
市
栄
町
四

f
白
一
番
地
の
十
一

氏
名

郎

n
H
H
 

L
M
 

藤

氏

生
年
月
日

大
正
十
五
年
十
月
十
五
日

以
上
で
あ
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

O
議
長
(
石
坂
勝
雄
君
)

こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。
な
け

れ
ば
こ
れ
を
も
っ
て
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。
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本
件
に
つ
い
て
御
意
見
が
あ
れ
ば
承
り
ま
す
。
な
け
れ
ば
乙
れ
を
も
っ

て
意
見
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

乙
れ
よ
り
本
件
を
採
択
い
た
し
ま
す
。
本
件
は
、

乙
れ
に
同
意
す
る
に

御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

O
議
長
(
石
坂
勝
雄
君
)

っ
て
議
案
第
一
号
、
日
野
市
収
入
役
選
任
同
意
の
件
は
、

御
異
議
な
い
も
の
と
認
め
ま
す
。
よ

乙
れ
に
同
意
す

る
と
・と
に
決
定
し
ま
し
た
。

た
だ
い
ま
同
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
収
入
役
、
加
藤
一
郎
氏
の
就
任
の

ご
あ
い
さ
つ
が
あ
る
そ
う
で
す
か
ら
。
ど
う
ぞ
。

〔
総
務
部
長
登
壇
〕

O
総
務
部
長
(
加
藤
一
郎
君
)

い
ま
議
長
さ
ん
か
ら
お
許
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

加
藤
で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ

一
言
ご
あ
い
さ

つ
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
は
、
収
入
役
と
し
て
皆
様
万
の
御
同
意
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

本
当
に
光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。
感
激
で
ご
ざ
い
ま
す
。

も
と
も
と
非
才
で
ご
ざ
い
ま
す
。
微
力
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
精
い
っ
ぱ

い
努
力
い
た
し
ま
し
て
、
大
任
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
議
員
の
皆
様
方
の
一

一層
の
御
指
導
、
御
鞭
鐘
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
簡
単
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
、
ど
あ
い
さ
つ
に
か
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
レ
ま
す
。

(
拍
手
)

O
議
長
(
石
坂
勝
雄
君
)

本
日
の
日
程
は
す
べ
て
終
わ
り
ま
し

右
、
会
議
の
次
第
は
書
記
の
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

た。
こ
れ
を
も
っ
て
昭
和
五
十
八
年
第
一
回
臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。

午
前
十
一
時
五
十
二
分
閉
会

そ
の
内
容
が
正
確
で
あ
る
乙
と
を
証
し、

昭
和
五
十
八
年
一
月

日

日
野
市
議
会
議
長

署
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